


響を示す。図にはKS Ti-1.2ASNEX，KS Ti-1.5Alおよび
JIS 2種純チタン（JIS class2 Commercially Pure Ti，以下
CP Ti（JIS 2）という）の強度も併せて示した。本試験範
囲ではAl量とともに引張強度は一様に増加するが，Siは
0.35％あたりで飽和する傾向を示す。Al はα相を固溶強
化するが Si は固溶限を超えており，0.35％以上添加して
もSi 化合物の析出サイズが大きくなるだけで強化に寄






